
2025 年度学校評価結果 

学校法人 元江別若葉学園 

認定こども園 元江別わかば幼稚園 

１．園の教育目標 

キリスト教の精神に基づいて学校教育を行い、心の教育を大切に「明るく、たくましい、思いやりのある子ども」を

育てる。 

1. 神様の愛を知り、感謝できる子ども 

2. 心も体もたくましい子ども 

3. 一人でも友だちの中でも楽しく遊べる子ども 

4. 人の話をよく聞き、自分の考えで行動できる子ども 

5. 友だちを思いやり、助け合って一緒にがんばる子ども 

6. 自然を大切にし、命の尊さを知る子ども 

２．本年度に定めた重点的に取り組むことが必要な目標や計画を基に設定した学校評価の具体的な目標や計画 

1. 感謝することのできる子を育てる。 

2. 人としてのﾙｰﾙや社会のルールを知り、それを守ることができる子を育てる 

3. 待つこと、我慢すること、そして時には断念することができる子を育てる 

4. 相手の気持ちをおもんぱかることのできる子を育てる 

5. 苦手なことや困難なことにも、へこたれない芯の強い子を育てる 

6. 自分の考えや主張をきちんと言うことができて、他の人の話もよく聞ける子を育てる 

7. 誰もが皆、愛しい尊重されるべき、かけがえのない存在だということを感じられる（実感できる）子を育てる 

 

 



３．評価項目の達成及び取組み状況 

評価項目 取組み状況 

幼稚園教育要領の精神を踏ま

え、園の教育理念・教育方針

に従い編成している。 

・研修会に参加する機会を多くもち、研鑽を積む努力を続けている。 

・園内研修などを通し、全教職員で共通理解に務めている。  

教育要領、教育課程、子ども

の実態などをもとに考えて作

成している。 

・毎年、年間カリキュラム、期カリキュラムの見直し・検討をしている。 

・教育課程に沿い実践すると共に毎月検討し合う。 

・職員全員で指導計画を検討し合い、子どもの実態に即した内容にするように努めて 

いる。また、月案については、各学年で毎月綿密に検討している。 

・幼保連携型認定こども園としての全体の保育計画について検討している。10 の姿 

について学びを深め保育の質を高める工夫と努力を 

子どもの実態を的確につか

み、具体的な手立てを講じ

る。 

・教師は毎日日誌を書く中で子どもの実態を把握し、指導の手立てを工夫している。 

担任が分析しきれない場合には、学年又は全体で検討し仮説を立て実践するように 

している。 

・保育後に子どもの様子（感動したこと、素敵だったこと、おもしろエピソード、困 

ったこと等々）を分ち合っている。 

・全教職員がその子その子の課題や不安を知り解決の為に工夫している。 

学期ごとに各クラスの経営の

成果と課題を報告する。 

毎月末、各クラスで定めた月や週の目標に沿って子どもの様子、指導の在り方を検証

し、翌月の指導に生かしている。毎学期末には、個人での振り返り及び全体での反省

会を行い、子どもの成長を共有し、課題を検討し合っている。 

子どものよさを認めて評価し

ようとしている。 

・一人ひとりの子どもの深層心理を理解しようと努力すると共に、一人一人のよさを 

認め、自信に繋げていけるよう工夫と努力をしながら、育ち合っていける仲間関係 

づくりに努めている。 

・“良さ”に気付き合い、子ども同士や教師間で共有し合えるよう努力している。 

・何かが上手に出来るからではない。誉められながら認められながら育っていくこと 

を大事にしている。 

・小規模保育事業「げんきっこ」を含めた乳児と共に異年齢の関わりが増え子ども 

の育ちにプラスとなっている。 

・同法人運営の児童発達支援・放課後デイサービス「はなえみ」と連携し、子どもや 

 保護者の困り感や喜びを共有している。 

遊びを通して工夫したり、協

力したりする姿が見られる。 

・廃材なども含め自分で工夫して遊んだり、友だちと協力して遊べる環境設定に 

工夫した。 

・子どもの自発的なあそび、教師も共に遊び込む集団遊びなどにより、イメージを 

共有し合ったり、多人数で遊ぶ楽しさや考えなければならないことを共有体験 

する。 

・色々な友達と遊ぶからこそ起こる葛藤体験を大事にする。 

規則正しい生活習慣の定着に

向けての指導を行う。 

登園から降園までの一日の流れのなかで、身に付けてほしい生活習慣の獲得を促して

いる。ただ、このことが絶対条件ではないので、誉め、あそびながらその習慣を身に

つけていけるよう促すことを心掛ける。 



各研修会や研究会に積極的に

参加して職員に資料提供をす

る。 

・各種研修会や研究会に参加し学んだことを資料にまとめ、職員会議などにおいて 

提供し、共通理解を図るようにしている。 

・園内研修を開催し、教職員で共通の保育観や現在の課題を共有している。 

・出張命令として参加した研修会に関しては、各人がレポートを作成し、園内研修で 

学びあった。 

園だよりや合同研修会を通し

て、幼稚園の情報を発信して

いく。 

・園の教育方針や取組み、研修会で学んだことなどを保護者の方と分かち合えるよ 

う、園だよりなどで報告・理解を図るようにしている。 

・保育の質の向上を目指し、今までの園内研修・反省会の他に文献を参考にしながら 

職員間の勉強会及び講師を招いての月 1 回の勉強会を継続していく。 

・コミュなびを通して園の情報をタイムリーに配信した。  

園の財務状況を公開する 

・公認会計士監査により、適正に運営されていると認められている。 

・顧問弁護士、顧問社労士、顧問会計士、ファイナンシャルプランナーと共に、学園 

運営に関する短期・長期計画の検討をしている。 

安全管理 

・園庭遊具業者・給食機器メーカーの点検、修理、補修を行った。 

・「こどものバス送迎・安全徹底マニュアル」を活用し、ヒューマンエラーを防ぐ 

1 つの対策として送迎時の確認の為人員を配置している。 

・安全運転監理者、運行管理者、衛生管理者、施設管理者を配置し、子ども達の安全 

を守る体制を整えた。 

・プール遊び、水遊びの際「教育・保育施設等における事故防止及び事故発生時の 

 対応のためのガイドライン」則り、監視体制の確保や緊急対応策など講じた。 

・毎朝用務担当者によって園舎内外の丁寧な安全確認をしている。 

・屋根からの雪庇の崩落防止の為、雪庇止めを設置した。 

・砂が溜まる足洗い場の排水に支障が出ないよう工事を施した。 

・駐車場の整備を行った。 

・給食を業務委託したことによって、専門的な観点から衛生管理、栄養管理、食品管 

 理、スタッフの調整と研修指導がなされている。 

 

４．学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果  

結 

果 

理 由 

Ａ 

1. 学年での計画の確認や、毎月の学年ごとのカリキュラム会議、学期ごとの全体での反省会を通し、日

常の保育の在り方を振り返り、課題を見つけ解決している。このことは、教師相互の学びとしても一

人の子の成長に全員の教師で関わるという目標達成の上でも有意義である。 

2. 子どもの発達と照らし合わせながら、深層心理を理解しようとすることはなかなか難しいが、研修や

文献を通してなど職員間での議論をしながら、日々努力している。 



3. 一人ひとりの教師が時間をかけて毎月のカリキュラム、保育内容の検討をしていると同時に、教師集

団でそれぞれのクラス運営、子どもの育ちについての協議・検討・対策会議にも時間をかけている。 

4. 0 歳から 6 歳までの系統だてた発達について学びつつ、園長はじめ、教職員全員で関わる意識ができ

た。今後も教師間で刺激をし合い、助け合いながらより良い実践ができるように邁進していきたい。 

5. 編纂された教育課程に基づき、発達に則し、系統だてた教育活動への共通認識をもつ研修が充実し 

た。 

6. 保幼小連携として、園行事のご案内をしていただいたり、近隣小学校に出向き交流の機会をもつこと 

ができた。 

7. 図書室や園庭に玩具などを増やし、あそびの環境を工夫した。 

8. シェイクアウトに参加し、防火に関する危機管理意識を持つ努力をした。 

9. 園舎内外の安全管理をし、必要な整備、人員配置を行った 

10. 性被害防止策に係る設備等支援事業を活用し、配慮した事業所計画を立てた。 

11. 令和 8 年 4 月から実施される「こども誰でも通園制度」に取り組むことにし準備を進めている。 

 

５．今後取り組むべき課題 

安全管理 

・防火防災に関する学びと訓練と同時に防犯訓練も実施をする。 

・自由を保障しつつも死角を作らない工夫と努力を徹底する。 

・ヒューマンエラーによる不注意がないよう更なる安全管理に努める。 

学校評価委員会の立ち上げ ・学校評価委員を人選し、委員会を開催する。 

学園の今後の検討 

・全教職員で０歳から 5 歳までの系統立てた発達の学びを更に深める。 

・人数が増えた教職員皆が建学の精神を共通理解できるように園内研修を充実させる。 

・就労する母・就労希望の母の増加に伴い江別市と協力しながら、真の子育て支援を考 

えていく。 

・保育内容・子どものあそびの姿を、保護者の方々に分かりやすく伝えるような保育の 

見える化、ドキュメンテーションの在り方を模索する。 

・更に ICT 化を進め保護者の方とコミュニケーションを深めつつ作業の効率化と、時間 

外労働の減少を企る。 

・「こども誰でも通園制度」に取り組む中で全てのこどもの育ちと子育て家族を支援で 

きるような体制を構築する。 

 


